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保証 
このマニュアルの内容は「現状有姿」
提供されるものであり、将来の改訂版
で予告なく変更されることがありま
す。Agilent は、法律上許容される最
大限の範囲で、このマニュアルおよび
このマニュアルに含まれるいかなる情
報に関しても、明示黙示を問わず、商
品性の保証や特定目的適合性の保証を
含むいかなる保証も行いません。
Agilent は、このマニュアルまたはこ
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安全にご使用いただくために 

注意は、取り扱い上、危険があること
を示します。正しく実行しなかった
り、指示を遵守しないと、製品の破損
や重要なデータの損失に至るおそれの
ある操作手順や行為に対する注意を促
すマークです。指示された条件を十分
に理解し、条件が満たされるまで、注
意を無視して先に進んではなりませ
ん。 
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 はじめに 

本書では、QualA/Test Services ソフトウェアの各リリースの主な変更点を記載し
ています。 

既知の問題および回避方法に関する情報も記載しています。  
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バージョン 3.5 

互換性について 

QualA/Test Services バージョン 3.5 は、OpenLab CDS バージョン 2.7 および対応
するストレージシステムと互換性があります。 

新機能と変更点 

• 「利用可能なテスト」ページの構成が変更されました。QualA ライセンスが
必要なテストと不要なテストが分かれて表示されます。 

• セキュリティ、ストレージ、およびワークフローテストに必要な権限が更新
されて、新しい「アクティビティログの表示」権限に含まれました。  

• アクティビティログおよび監査証跡の検証にフルネームとユーザー ID が表示
されるようになりました。 

• サービスのスタートアップの種類が「自動」から「自動（遅延開始）」に変
更されました。 

• ポート 443 で設定されるリバースプロキシをサポートするよう、Test 
Services の URL が変更されました。  

o https://localhost/testservices/（AIC、サーバー、WS、WS+）  

o https://localhost:9092/testservices/（クライアント） 

o 注記：Test Services のデフォルトポート（9092）を変更するには、
『Test Services 管理ガイド』の「ポート番号の変更」セクションに
記載された説明に従ってください。AIC、サーバー、WS、および 
WS+ にある “C:¥Program Files¥OpenLab Reverse 
Proxy¥Apache24¥conf¥httpd.conf” ファイルに含まれる文字列 
“https://localhost:9092” をすべて次の文字列 “https://localhost:XXXX” 
に置き換えてください（XXXX は新しいポート番号）。 

• セキュリティテストの更新 

o ロックアウトメカニズムによりパスワードのテストセクションを強化 

• テストが中断された場合、テストを中断したユーザーをサマリーレポートで
確認できるようになりました。 

既知の問題 

• 設定された STMP サーバーがユーザー名とパスワードによる認証を必要とす
る場合に、電子メールの通知が送信されないという既知の問題があります。 
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バージョン 3.4 

QualA バージョン 3.4 は、OpenLab CDS バージョン 2.6 および対応するストレー
ジシステムと互換性があります。 

新機能 

• QualA フレームワークの名称が Test Services に変更されました。ライセンス
が必要なテスト用の QualA ライセンスに変更はありません。製品の基本的な
使用方法に変更はありません。 

• Test Services は、OpenLab CDS 2.6 および OpenLab Server/ECM XT 2.6 ソフ
トウェアと共にデフォルトでインストールされます。OpenLab CDS 2.6 には 
CDS プラグインも含まれます。プラグインの個別インストールは不要になり
ました。 

o QualA ライセンスは、OpenLab CDS Workstation Plus に含まれていま
す。その他のシステムの場合、ライセンスが必要なテストを実行する
には、QualA ライセンスを購入してインストールする必要がありま
す。 

o 『Test Services 管理ガイド』および『ユーザーガイド』は、OpenLab 
CDS 2.6 および OpenLab Server/ECM XT 2.6 インストールメディアの 
¥Setup¥Docs にあります。  

• スケジュール機能の更新 

o スケジュールするタスクに終了日を指定できるようになりました。 

o スケジュールされたタスクに 3 つ目のステータス：期限切れ（スケジ
ュールされたタスクの期限が切れて無効）が追加されました。  

• 通知機能の更新 

o エラーや警告に関する通知を直ちに送信できるようになりました。 

o 直ちに送信する通知の回数には上限を設定できます。 

• Test Services は安全な https による通信を既定で使用します。  

• ワークフローテストの更新 

o シーケンスの編集に関する監査証跡が検証されます。  

• Test Services はクラスターシステムでサポートされます。 
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バージョン 3.3 

互換性について 

QualA バージョン 3.3 は、OpenLab CDS バージョン 2.5 および対応するストレー
ジシステムと互換性があります。 

新機能 

 ファイルベースのワークステーションのサポートを追加  
 OpenLab ストレージシステム検査を追加  

 この検査では、ファイルおよびフォルダーの操作、チェックイン/チェッ
クアウト、署名の機能を検証し、コンフィグレーションされたストレー
ジシステムの権限をチェックします。 

 ストレージシステムとして、OpenLab Server、OpenLab ECM XT、
OpenLab ECM、およびローカルファイルシステムををサポートします。 

 QualA テストのスケジュール機能を追加  
 QualA でテストがスケジュールできるようになりました。設定するとマシ
ンでテストが自動的に実行されます。 

 QualA テストの通知機能を追加  
 QualA にサマリーレポートの送信を設定すると、テストの実行後に電子メ
ールでサマリーレポートを送信できます。 

 

 

 

 
  



 

  

本書の内容 
 
本書では Agilent QualA/Test Services ソフトウェ
アの各リリースの主な変更点を記載しています。 
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